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研究成果の概要（和文）：本研究では、太平洋島嶼部におけるマイノリティと主流社会との共存の論理を追究する。一
般に、近代性の侵蝕によって不可視の差異が顕在化し、個別のマイノリティはカテゴリー化される。有標化された差異
は、人間存在を一元的に規定して抑圧を生む。ただし太平洋島嶼部では、グローバリゼーションのなかにあっても、在
地論理は再編されつつ存続してきた。反復される社会交換や通婚、事物の共有が、自他の境界線を常に曖昧化させる。
カテゴリーの不明瞭さは多重帰属や複合的な人間観を再生産し、人々による属性の組み替えが可能となる。太平洋島嶼
部における曖昧性の卓越は、属性の一義的な固定化を回避させ、緩やかな共存可能性を拓くのである。

研究成果の概要（英文）：This research project discusses how minority people endure difficulties and 
clarifies the local modalities of coexistence in Pacific Islands. The minorities are, in varying degrees, 
deprived of some rights in the modern world. The various kinds of differences, however, have rarely led 
to exclusion in the Pacific. A comparison of the Western and Pacific Island notions of personhood reveals 
that the former, characterized by sharp and constant boundaries, is inflexible, while the latter is 
characterized by variations and ambiguity, which allows a person to simultaneously belong to multiple 
categories. Through the reiterative practices of social exchanges and inter-marriages, the boundaries 
between categories have continued to blur, and therefore, the Pacific Islanders’ idea of personhood has 
gained an elastic character. It is this vagueness in categories that prevents the exclusion of the 
minorities and enables the coexistence of the various categories of people in the Pacific societies

研究分野： 文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降、各地で勃発したいわゆる

「民族紛争」が、本研究の原点としてある。
隣人どうしが突如、敵対して殺し合った、旧
ユーゴスラビアやルワンダの惨劇に戦慄を
覚えた人は少なからずいるに違いない。そし
て殺戮劇は、形を変えながらも今日まで延々
と継続してきた。 
この惨状を見れば、人間の残虐性は、個人

的性癖に帰することはできず、誰もが潜在的
にもつと考えるしかないのだろう。また人間
は、些細な差異を見出して自他を集合的に区
分し、他者集団を暴力的に排斥することによ
ってのみ、自己存在を確定させると認めざる
をえないのかもしれない。 
本研究の対象である太平洋島嶼部では、

2000 年代前半に他者の排斥を伴う暴動や政
治的混乱が起こった。トンガやフィジーでは
華人やインド系商店の略奪や放火、ソロモン
諸島では武装集団による殺人を伴う抗争が
勃発した。これらは、グローバリゼーション
によりもたらされた島嶼国経済の危機およ
び国内統治の脆弱性に起因するという見方
が可能である。 
しかしながら、当該地域では、性質をやや

異にするブーゲンヴィル紛争を除けば、アフ
リカや旧ユーゴスラビアのような凄惨を極
める大量虐殺という事態には至らなかった。 
太平洋島嶼部では、軍を有する国家さえ少

なく、住民の間に火器が普及していないとい
う状況が、直接的要因として重要であると考
えることができる。確かに 19 世紀太平洋島
嶼部各地において、マスケット銃等を用いた
血腥い殺戮を伴う内乱が見られた。ただし、
火器が不在であっても、残虐な集団的暴力行
為が行われる可能性は、十分に残されている
だろう。 
ここで、2000 年代以降の太平洋島嶼部にお

ける大半の国や地域では、規模や内実の異な
る多様な集団間で差別や同化圧力はあるに
せよ、平穏な状態が乱れる気配さえなかった
点に着目したい。 
太平洋島嶼部諸社会では、他者との軋轢と

宥和、敵対と友好等、一見、矛盾する傾向が
併存している。そうしたなか、キリスト教の
受容と植民地支配を経て現在に至る歴史過
程において、自他の関係を構築し、徹底的な
排他性を制御する、固有の共存論理や人間観
が形成されてきた可能性を追究することは
できないだろうか。 
 
２．研究の目的 
この問いに接近するには、太平洋島嶼部に

おける主流社会とマイノリティとの日常的
な関係を見据える視角が有効である。いかに
マイノリティが形成されて他者化され、排除
の対象となりうるのか。逆に、集団的な自己
が他者を取り込んでいくのか。あるいは、両
者の差異と共存状態が維持されるのか。 
ここで、主流社会とマイノリティとの共存

可能性は、西欧近代的論理によって必ずしも
十分に理解できないことが重要である。政治
哲学を含む西欧近代的論理への依拠は、西欧
中心的な知的支配への従属に直結する。 
この危険性を回避するには、太平洋島嶼部

の在地論理について、西欧近代的論理への単
純な反発や対抗文化の形成として解釈する
のではなく、それをずらして組み替え、乗り
越える代替論理として追究する必要がある。 
本研究の作業過程では、太平洋島嶼部にお

ける民族誌資料に基づく個別の議論により、
西欧近代の枠には収まらない、在地の論理に
拘り続ける必要がある。そこで本研究では、
実地調査資料に基づき、広く太平洋島嶼部に
おける主流社会とマイノリティとの共存の
あり方を日常生活の次元から検討する。 
太平洋島嶼部社会は比較的平穏だが、必ず

しも、多様な集団が差異を縮減させて容易に
融和が進んできたわけではない。グローバリ
ゼーションの進行するなかにあって、集団的
衝突の深刻化を抑え、ある程度の共存維持を
可能にする、太平洋島嶼部に特徴的な論理を
検討することが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、太平洋島嶼部における多様なマ

イノリティの形成および主流社会との共存
のあり方を追究し、その特徴を明確化する。
そのため、研究分担者がそれぞれ、ポリネシ
ア・メラネシア・ミクロネシアの個別地域に
ついて集中的に実地調査を行い、基礎的な文
書資料の収集はもとより、日常生活に密着し
た民族誌資料を蓄積し、分析・考察する。 
各自が収集資料を分析し、文献研究から抽

出した理論的枠組みを用いて考察を加える。
さらに、毎年度、研究会を開催して相互に批
評し合い、議論を精緻化していく。 
マイノリティのもつ特徴や歴史的経緯に

対応して、（１）移民マイノリティ：フィジ
ーにおけるヴァヌアツ系移民［丹羽］および
キリバス系移民［風間］、ヤップ離島出身の
移民［柄木田］、パプアニューギニアおよび
フィジーの華人［市川］、パラオの沖縄系移
民の子孫［飯高］、（２）先住民：都市在住ニ
ュージーランド・マオリ［深山］、（３）性・
身体：仏領ポリネシアの性的マイノリティ
［桑原］、サモアの聴覚障害者［倉田］、（４）
女性・高齢者：ベラウ（パラオ）女性会議［安
井］、ヴァヌアツの高齢者と観光開発［福井］
の４つに研究対象群を分ける。 
（１）は、移民マイノリティとして土地権

をもたずに主流社会から排除され、下位に留
め置かれる人びと、（２）は、ヨーロッパ人
の入植者によって土地を奪われてきた先住
民、（３）は、偏見をもたれうる身体障害や
性的嗜好により他者化され、周辺化されてき
た人びと、（４）は、主流社会を構成しなが
らも、ヘゲモニー集団から差異化されうる人
びとである。 
とりあげる対象は、いずれも不分明な自他



の境界領域において生起する、現代の太平洋
島嶼部における諸事象である。多様な移民や
先住民の連携と分離、混血性をめぐる言説や
実践、女性組織の活動、障害の生成、性的少
数者の出現、開発と高齢者等、幅広い事象が
議論の俎上に載せられる。 
そして、単なる理念的な宥和ではなく、西

欧近代の論理とは異質な光を放つ共存と自
他弁別の在地論理が抽出されることになる。 
 
４．研究成果 
（１）移民マイノリティ 
 ①フィジーのヴァヌアツ系住民：フィジー
は多民族国家と言われる。統計上、明示され
るエスニック集団として、先住民（i Taukei）
に分類されるフィジー系（メラネシア系）お
よびロトゥマ系（ポリネシア系）、契約労働
者の子孫であるインド系住民がいる。しかし、
それ以外にも、統計で明示されないエスニッ
ク・マイノリティがいる。 
まず、ブラックバーディング等により、プ

ランテーション労働者として 19 世紀に渡航
したメラネシア系（ソロモン系・ヴァヌアツ
系）の住民があげられる。ときにメディアや
選挙キャンペーンで言及されるが、そもそも
形質的特徴が共通するフィジー系住民との
間に、外見上の区別をつけることは困難であ
る。まさに不可視化した移民である。 
一般に、メラネシア系住民といえば、ソロ

モン系住民（Ni Solomoni）が想起される。
一方、これまでほとんど検討されてこなかっ
たヴァヌアツ系住民は、移住 3～4 世代目に
あたる。ヴァヌアツ系住民は、出身島を基準
として小集団を形成している。出自の知識は
世代を超えて伝えられており、近年、草の根
レベルでヴァヌアツ本国との交流が図られ
るようになった。 
ヴァヌアツ系住民が本国に里帰りし、訪問

団の年配男性が、儀礼的に首長タイトルを付
与されるという興味深い事例が観察された。
ヴァヌアツ系住民は、フィジー語話者であり、
ヴァヌアツの言語文化についてほとんど知
らない。彼らは、フィジー国民を自認しなが
らも、新たにヴァヌアツ系の出自を再確認す
る動きを見せていることが明示された。 
②フィジーのキリバス系住民：形質的にミ

クロネシア人であるキリバス系住民は、フィ
ジー首都近郊に居住している。人びとの始祖
は、19 世紀から 20 世紀前半に、ブラックバ
ーディングや労働契約により、キリバスから
フィジーに渡航してきた。主に、プランテー
ションでコプラ生産に従事していた。 
現在の首都近郊における居住地は、フリー

ホールド地やリース地である。ヴェイサリ地
区のキリバス系住民を見ると、ソロモン系・
ヴァヌアツ系とは異なり、いわゆるフィジー
系フィジー人以外との通婚関係が、頻繁に築
かれてきたという特徴がある。 
あるキリバス系の家族を例にとると、人び

との配偶者は、海外からの移民が占めている。

キリバス語を母語とするバナバ人、中国人、
ポリネシア系のツヴァル人等である。また、
先住民を配偶者とする場合でも、ポリネシア
系のロトゥマ人や、地理的・言語的にトンガ
に近いと言われるラウ諸島出身者との通婚
が見られる。 
かつて、現金経済へのアクセスが比較的容

易であった国内外の移民が配偶者として選
好された可能性がある。また、形質的にキリ
バス人に近似する人びとを配偶者に選んだ
と推定できる。しかし、今日、土地持ちのフ
ィジー系住民が、社会的に優位に立つなか、
キリバス系住民は周辺化されている。 
一方、多様な系譜に沿った移動が見られ、

キリバス系住民の居住地を結節点とした、ト
ランスナショナルなネットワークが作動し、
エスニックに名づけようのない「パシフィッ
ク人」が形成されていることが明らかになっ
た。 
 ③太平洋島嶼部の華人：華人は、太平洋島
嶼部に広く居住している。相貌が明らかに異
なるため、華人の存在は目につきやすい。 
パプアニューギニアのニューアイルラン

ド島では、現地の人びとと華人は姻戚関係を
築き、ニューギニア人姻族を商店の用心棒と
して雇用し、現地にうまく順応しながら商売
を行っている。ただし、通婚により現地住民
と混じりあいながらも、狭い血族の範囲で一
線を画し、少数の近親者が寄り添って生活し
ている。 
 他方、フィジーの華人に特徴的なのは、商
店経営のみならず、畑地をリース契約によっ
て借り受け、都市近郊型の農園を営む点であ
る。農園では、労働者としてフィジー系住民
を雇用している。農作物は、都市の市場で売
って現金を得ている。 
ニューギニアやフィジーの都市部では、華

人の人口が増加するにつれ、華人向けの商売
が成立するようになった。華人学校も設立さ
れている。太平洋島嶼部における援助や開発
を通じた中国国家の進出が国際政治の舞台
で話題となる一方、現地人との微妙な距離を
とりながら、華人は都市部に定着し、ときに
排斥を受けながらもしぶとく生活を維持し
ていることが明示された。 
④パラオの沖縄系移民：太平洋島嶼部にお

ける東アジア系移民のなかで、日系人の存在
は、日本の旧国連委任統治領であったミクロ
ネシア地域において顕著に見出だせる。かつ
て、とくに沖縄から数多くの移民がパラオ等
の南洋群島に植民していた。 
戦後、南洋群島から日本への帰還者が「パ

ラオ会」等の団体を結成し、現地訪問、慰霊
碑建立、慰霊祭開催等の活動を継続してきた。
ただし、植民の直接的な生活経験をもつ世代
が減るにつれ、活動は縮小化傾向にある。 
パラオには、沖縄を含む日系人が居住して

おり、日本側の帰還者との交流が盛んに行わ
れてきた。しかし、南洋群島時代を生きた世
代は、パラオでも減少しており、交流活動の



現地での認知度は必ずしも高くない。 
かつて、沖縄出身者は、本土出身の日本人

よりも現地の人びとに近接して生活を営み、
植民者/被植民者という二分法に収まらない
関係が築かれていた。そのため、戦争犠牲者
や現地で死亡した祖先の慰霊といったナシ
ョナルな次元に留まることのない、沖縄とパ
ラオとの緊密な関係を見出すことができる。 
戦後、沖縄で再移住運動が起こったという

事実を鑑みても、「植民地的郷愁」が色濃く
看取されることが明らかになった。 
⑤ヤップ離島出身者：ミクロネシア・カロ

リン諸島では、かつてヤップ本島の一部地区
を最上位として、離島から貢納を行うサウェ
イ交易が行われていた。しかし、交易は、ア
ルカイアがモデル化した直線的な図式で捉
えられるものではなく、より込み入ったネッ
トワークとして把握した方が適当である。 
交易自体は消滅して久しいが、ヤップ主島

とオレアイ環礁など離島との主従的なサウ
ェイ関係は、現在でも見られる。ヤップ本島
と離島との明確な区分が認識されており、本
島の首長会議と並立して、離島首長会議が運
営されている。離島首長会議の開催時には、
交易パートナー（本島の首長）への貴重品の
贈与が行われてきた。 
ヤップ本島内に離島出身者は土地をもた

ず差別的扱いを受けるが、交易パートナーか
ら土地利用の便宜を受けることができる。離
島出身者死亡時に、交易パートナーの土地に
埋葬される事例や居住地確保の便宜供与の
事例が見出だせる。 
一方、離島出身者は、島を超えた連帯組織

（Pangar Remitaw Organization［全海人組
織］）を結成している。こうした互助組織は、
離島に関連する多様な情報交換等を行う。ま
た、グアム島への出稼ぎ者の間でも互助が見
られ、客死した者の遺体をヤップ本島に移送
するために、協力して献金を行っている。 
このように、ヤップ離島出身者は、必要に

応じて、旧来の主従関係を利用している。同
時に、新たな組織を立ち上げ、ヤップ本島や
グアム島等の移住地において、政治経済的連
携を図っている。離島出身者という、いわば
新たにエスニックな独自性を創出しながら
主流社会と共存している。ヤップ離島出身者
は、旧来の枠組みと新たな組織化によって、
変動する社会経済状況に対応する戦略を編
み出していることが明らかになった。 
 
（２）先住民 
都市居住マオリの「混血性」：アオテアロ

ア・ニュージーランドのマオリは、往々にし
て一枚岩的に論じられがちである。しかしな
がら実際には、他のエスニック集団との通婚
関係が繰り返されてきた。 
19 世紀時点において、マオリはいずれ消滅

する「死にゆく人種」と見なされていた。1960
年代には、ヨーロッパ系住民の 3.6％がマオ
リと、マオリの 42％がヨーロッパ系住民と婚

姻関係を結んでいる。他方、同年代に、クッ
ク諸島等、ポリネシアを主とした太平洋島嶼
部からの移民が増加し、マオリとの通婚が頻
発化した。ヨーロッパ人との初期接触以降、
マオリの「混血」化は進んできた。 
しかしながら、外部者との通婚の繰り返し

によって、マオリの「血」が単純に薄まるわ
けではない。工場地帯とされる南オークラン
ドにおいて、複数のエスニシティに帰属する
若者への面談調査結果を見ると、とくにマオ
リの「血」を強調する語りが見られた。 
例えば、ある女性は、マオリ・ヨーロッパ・

トンガ・サモアの系譜をたどれるが、マオリ
として自己規定していた。ただし、相貌にお
いてマオリらしからぬ者は、状況に応じて態
度を変え、「面倒を避けるために」、マオリで
あることを自己主張しない場合も見られる。 
ニュージーランドにおいては、主流のヨー

ロッパ系とマオリが対峙する二分法の図式
が、あらゆる場面において強調され、そこで
は、他のエスニシティが省かれる傾向が認め
られる。また、相互扶助的なマオリの生活が
強調されており、マオリ・コミュニティの成
員であることが、マイノリティとして現実に
生活を維持するうえで重要である。「混血」
が進行しながらも、マオリが消滅することは
決してなく、マオリとしての自己認識は、常
に再生産されていることが明示された。 
 
（３）性・身体 
①仏領ポリネシアの性的少数者：ソシエテ

諸島タヒチ社会において、近代化やグローバ
リゼーションにより、多様な性自認や性的指
向性は、一元的な性的マイノリティ・カテゴ
リーとして括られるようになっている。 
タヒチには、西欧接触以前から、伝統的な

トランスジェンダーであるマフ（mahu）がい
た。マフは、家事・育児・ゴザ編み・タパ作
り等、女性の仕事を女性とともに行ってきた。
一方、1960 年にタヒチ島でファアア空港が開
港して以降、フランス軍関係者や観光客が大
挙して押し寄せるようになり、ラエラエ
（raerae）とよばれる新たなトランスジェン
ダーが出現してきた。 
ラエラエの多くは、より女性性を強調し、

ホルモン剤投与や外科的手術等の医療処置
により、身体的にも女性化している。ただし
実際には、マフ/ラエラエ間の明確な弁別は
困難であり、認識のあり方に地方差（タヒチ
とボラボラ等）が見られる。概ねラエラエの
ほうが、よりグローバルなトランスジェンダ
ー像に近似している。 
さらに言えば、異性愛的なマフやラエラエ

とは異なる、同性愛者の存在も認められる。
しかし、同性愛者は、固有にカテゴリー化さ
れることなく、不可視の存在としてマフやラ
エラエ以上にマイノリティ化している。 
グローバリゼーションの進行するなか、ト

ランスジェンダーを含む多様な性のあり方
は、部分的に西欧化し、新たな性マイノリテ



ィが生成していることが明らかになった。 
 ②サモアの障害者：他の太平洋島嶼国と同
様、西ポリネシアのサモアへのオーストラリ
ア等による開発援助は、脆弱な国家経済を維
持するために不可欠である。ただし、開発援
助には、国連指針に基づく基準が設けられて
いる。被援助国の要望を単純に受け入れるの
ではなく、援助する側の価値判断や概念が一
方向的に押し付けられることになる。 
 オーストラリアからサモアへの援助のう
ち、教育関連費目が、総額の 30％を占めてい
る。そこに、障害者教育を担う人材養成の奨
学金も含まれている。援助に伴い、障害
（disability）を前提とした障害者の人権保
護や自立といった理念が、当然のものとして
サモアに導入されている。しかし元来、英語
の健常/障害に対応する、サモア語の概念や
語彙はなかった。 
 サモアの障害者支援 NGO は、援助資金によ
って巡回を行い、各地で障害者を「発見」し
ている。障害者に対してさまざまな計測を行
い、障害は数値化されて記録される。西欧的
な基準に則って、障害の種類や程度が分類さ
れ、障害概念が作りあげられ、新たな支援対
象とされていく。 
 健常者と障害者の共存それ自体が、西欧の
ヘゲモニーに則った政治経済と概念導入に
よって生成された、新たな植民地的産物であ
るという状況が明示された。 
 
（４）女性・高齢者 
 ①ベラウ（パラオ）女性会議：母系社会の
パラオでは、植民地期から 1994 年の独立を
経た社会変化のなか、ジェンダー関係が再編
されてきた。なかでも、1995 年に北京で開催
された世界女性会議への参加を目指したベ
ラウ女性会議の発足は、大きな意義をもつ。 
ここで、ベラウ女性会議の結成には、いわ

ゆる伝統的な称号保持者である女性首長2人
が主導している点を看過するべきではない。
つまり、西欧近代的な人間観の下にある女性
の自立と自由に向けた運動というよりも、旧
来の価値観に基づくリーダーシップにより、
女性会議は発足したのである。 
 議論される問題は、日常生活に関わり多岐
にわたっている。主に、①パラオのシューカ
ン（日本語の「習慣」由来のパラオ語）を保
持する具体案の提示、②青少年の犯罪防止や
治安の維持、③基本的人権を遵守した市民生
活の実現等に大別される。ジェンダー間の不
平等の是正が問題化されるわけではなく、一
般的な社会問題である。 
 ベラウ女性会議の議論は、フェミニズムの
もつラディカルなジェンダー批判を含まず、
むしろ守旧的であり、男性首長と対立するこ
ともない。都市部の女性たちは、女性会議に
対して無関心であり、むしろ会議を主導する
女性首長に対して不満を述べる。いわば、女
性会議は、男性首長と相補的な伝統的な権威
を保持し、多くの女性たちを統合している。

それとは距離を置く、都市の女性たちが、む
しろマイノリティ化される兆しを見いだす
ことができる。 
 パラオでは、グローバル化のなかで、伝統
的首長制が再編されながらも保持されてお
り、西欧的なフェミニズムの論理を換骨奪胎
して女性会議が運営されている。そこにこそ、
マイノリティ化した近代的女性の生成が浮
かび上がるのである。 
 ②ヴァヌアツの高齢者と開発：太平洋島嶼
部では、一般に男性の年配者は、社会的ある
いは霊的に権威をもつ存在とされてきた。し
かし、開発と現金経済化が進行するなかで、
主流社会を構成する男性年配者が、逆に疎外
される可能性が生じている。 
近年、ヴァヌアツのアネイチュム島にオー

ストラリアの大型客船が頻繁に寄港するよ
うになった。島民人口 900 人に対し、一度に
2000 人もの観光客が押し寄せている。そこで
は、さまざまなアトラクションが企画され、
土産物屋が林立し、警備員や清掃員の雇用が
生まれている。 
新たに生じた経済セクターに順応するに

は、オーストラリア人との対話を行う英語力
や、計算力・経営力が必要となる。年配者た
ちは、そうしたスキルを持ち合わせることな
く、村落部に留まっている。 
観光業の発展により大量の現金が流入し、

従来とは異なる消費生活が生まれてきた。自
家生産・自家消費していたカヴァさえも、現
金による取引対象となった。同時に、村落に
おける畑作等の生業活動が疎かになり、年配
者たちは不満を述べるようになった。 
年配者の政治経済的な権威は凋落しつつ

あり、経済的な生産に寄与しない近代的な弱
者としての側面が立ち現れてきた。しかし同
時に、従来の共有理念（akro）は保持されて
おり、年配者たちも観光開発の恩恵を受け、
疎外される状況には至っていない。 
 
 太平洋島嶼部におけるマイノリティと主
流社会の多様な関係のあり方を見ると、グロ
ーバリゼーションのなかにあって、従来、社
会内部に埋め込まれていた人びとが、近代的
概念の侵蝕と社会経済変化によって有標化
され、マイノリティ化する事例が見られる。 
 ただし、西欧近代的な論理の単純な卓越に
よって形成される、マイノリティ化の事例は
稀である。むしろ、太平洋島嶼部の観念が再
編されながら、しぶとく存続している。そこ
では、在地の多重な帰属の仕方や人格理念、
サブスタンス共有や交換により、自他や敵味
方を弁別する境界線が曖昧化されている。 
近代的な自他の弁別様式は変形され、状況

に応じて属性を適宜組み替えていく、いわば
非決定的な柔軟性が色濃く見いだせる。境界
線の曖昧化を含む在地論理が、近代性の内包
する自他の峻別と過度な排他を抑制してい
る可能性を指摘することが可能である。 
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